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Ⅰ はじめに

保護責任者遺棄罪（刑法218条）に問われることなく親が匿名で新生児を

置き去ることができる、いわゆる赤ちゃんポストの開設計画を熊本市内の

病院が明らかにした後、我が国においてその是非を巡り議論が見られる。

母子の命を救う必要から止む得なしとしてこれを擁護する声がある一方、

安易な子捨てを助長しかねないとの批判もあり、こうした賛否両論ある

中、赤ちゃんポストそれ自体は関係機関の許可を得てその病院に2007年５

月から試験的に設置さ
(１)

れた。設置後６ヶ月以内にその利用は８件あったと
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(１) 例えば、朝日新聞2007年２月23日朝刊１頁〔赤ちゃんポスト開設計画を報道〕、

同年３月７日朝刊37頁〔厚生労働省の慎重な姿勢を報道〕、同年４月５日夕刊１面

〔開設計画に対する熊本市による許可を報道〕、同年５月10日夕刊１頁〔運用開始を



報道されてい
(２)

るが、かかる試験的な運用から一歩踏み出し、新たに法整備

したうえ、正式にこれを法制化すべきか否か、その判断は、試行期間の結

果の検証を含め、今後の議論に最終的に委ねられて
(３)

いる――なお、現時点

で赤ちゃんポストを直接規制する法律はなく、今回、当該病院に捨て子の

安全を確保する意図があるから確実に安全な赤ちゃんポストであれば一般

に保護責任者遺棄罪の幇助犯は成立しないと消極的に確認されたことで、

後は少なくとも法的には、病院側から申請された病院開設許可事項の変更

申立てに対する医療法上の許可（同法７条２項）を熊本市が与えるか否か

という形で、その設置の可否ないし当否が問題となったにすぎない（従っ

て、その設置許可により、赤ちゃんポストに子を捨てた親に保護責任者遺棄罪

が成立しないことが運用はともかく制度上担保されたわけではない）。

報道〕等参照。なお、当該病院の赤ちゃんポストは「こうのとりのゆりかご」と称

されている（http://www010.upp.so-net.ne.jp/jikei/yurikago/index.html）。

ところで、この熊本市内の病院による赤ちゃんポストの計画はドイツでの「赤ち

ゃんポスト（Babyklappe）」の試みを参考にしたものである。我が国において、

この計画に注目が集まって以来、匿名出産等も含め、新生児の命を救う各国の取り

組みに関心が持たれるようになっている。例えば、特集「小さな命を救いたい・欧

州の赤ちゃんポスト」（朝日新聞朝刊［西部版］2007年８月20日32頁、22日30頁、

24日30頁、25日30頁、26日34頁連載）、特集「赤ちゃんポスト、模索続く・欧州の

事例から」（同新聞2007年８月31日朝刊27頁）等参照。

(２) 朝日新聞2007年11月11日朝刊38頁によると、設置から半年経った2007年11月10

日までに赤ちゃんポストに預けられた子の総数は新生児から３歳児までの８人とさ

れる。住所が分かったケースは全て熊本県外からで、なかには親が後で引き取りに

きたケースも１件あるが、多くの子は未だ乳児院（児童福祉法37条）にいるとのこ

とである。この赤ちゃんポストに預けられた最初の子が、新生児を予定していた関

係者の想定していない３歳児であったことから、新生児を救うとの目的以外の利用

により、安易な子捨てを助長しかねないとの懸念が現実になったとの世間の声も報

道されている（朝日新聞2007年５月15日夕刊15頁）。なお、熊本市は、試行期間１

年経過後に利用件数を公表することにしているが、個々のケースについては、子捨

てがあったか否かも含め、詳細は公表しない方針とされる――その理由は個人情報

保護とされており、匿名での子捨てを保証するというより、専ら捨て子のプライバ

シーを保護する意図によるようである。

(３) 朝日新聞2007年６月22日朝刊［熊本版］朝刊31頁。
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ところで、我が国と同じ時期に、まさにこの問題が注目されていたのが

アメリカ合衆国ハワイ州である。2007年５月１日、ハワイ州では、親が匿

名で捨てた新生児を引き取る赤ちゃん避難所（Baby Safe Haven）の設置

とその運用を定めた「赤ちゃん避難所法（Safe Haven Law）」が州議会で

可決さ
(４)

れた。実は同様の法案は、2003年にも同州議会で可決されたが、子

捨てを誘発するとしてこれに批判的な州知事が拒否権を発動し、実施に至

らなかった経緯が
(５)

ある。1999年にテキサス州で初めて導入されて以来、ア

メリカでは「赤ちゃん避難所法（Safe Haven Law）」を導入する州が年々

増えており、かつて同法制定に拒否権を発動したその同じハワイ州知事

（Linda Lingle）が、その後より多くの州で同法が導入されている現実を前

に、今度はどのように対応するのか、再び関心を集め、議論が活発化する

に至
(６)

った。結局、当該ハワイ州知事は、同年７月10日、前回と同じく改め

て拒否権を発動し
(７)

たが、しかし今度はハワイ州議会が即日、州憲法第３編

第17条の求める３分の２以上の賛成多数（実際には上院18対３〔欠席等４〕、

下院42対５〔欠席等４〕の賛成多数）でその拒否権を覆し、遂に同法の制定

が確定
(８)

した。ハワイ州はこうして、最終的に、かかる制度を実施する48番

目の州となったのである――なお、現時点でアメリカで同法を導入してい

ないのはアラスカ州とネブラスカ州の二州である。

この結果だけ見ると、「赤ちゃん避難所法」を是認する全米の圧倒的多

(４) See2007Bill Tracking HI H.B.1830.

(５) See2003Bill Tracking HI H.B.133.

(６) See e. g., Mark Niesse, Safe haven bill to be vetoed in Hawaii, The
 

Associated Press State & Local Wire（June 26, 2007);Mark Niesse, Law-

makers meet to override governor’s vetoes,The Associated Press State& Local
 

Wire（July11,2007).

(７) Statement of Objections to House Bill No.1830by Governor Linda Lingle,

on July 10, 2007, avilable at http://www.hawaii.gov/gov/leg/2007-session/

Folder.2007-04-13.1315/HB%201830.pdf/.

(８) 2007Hawaii Laws 1st Sp. Sess. Act 7（H. B. 1830). See 2007HI H. B.

1830（SUMMARY-NETSCAN).
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数の声に抗し、ハワイ州知事が偏狭で個人的な独自の判断に基づき異論を

徒に繰り返し唱えたにすぎないようにも見える。しかし、「赤ちゃん避難

所法（Safe Haven Law）」に対しては、それが多くの州で採用されている

にもかかわらず、批判的な見解がなお根強く、ハワイ州知事もそのような

声に後押しされて拒否権を二度にわたり発動したのである。では、批判的

論者は、そもそも「赤ちゃん避難所法」の何を問題視しているのであろう

か。また、こうした根強い批判にもかかわらず、現在、結果として圧倒的

多数の州でそれが採用されているのは何故であろうか。これらを分析する

ことは、同様の仕組みを法制化するか否か検討が迫られている我が国にと

って、必要かつ有用な前提作業であろう。そこで、本稿では、以上の点を

解明すべく、アメリカの多くの州で採用されている「赤ちゃん避難所法

（Safe Haven Law）」の概要を紹介したうえ、同法の是非を巡って展開して

いる議論の整理・分析を試みることにし
(９)

たい。

Ⅱ 赤ちゃん避難所法（Safe Haven Law）の概要

１ 序

全米で初めて「赤ちゃん避難所法」が1999年にテキサス州で制定された
(10)

のは、その前年1998年の当初10ヶ月という短い期間に同州ヒューストンで

子捨てが13件、しかもそのうち、捨てられた新生児が死亡した状態で発見

されたショッキングな事件が３件、立て続けに起きたことによるとさ

(９) 本稿は、主に規定の内容から各州の「赤ちゃん避難所法（Safe Haven Law）」

を紹介・分析するに止まり、その実際の運用にまで踏み込んで考察を加えているわ

けでない。その点は、別途補う機会を持つことにしたい。

(10) 1999Tex.Sess.Law Serv.Ch.1087（H.B.3423).別掲の参考資料の写真は、

テキサス州ダラス市内の赤ちゃん避難所の一つ（消防署）を訪れた際に筆者が撮影

したものである。外壁及び入口ドアにロゴサインを掲げ、規定（Tex. Family
 

Code Ann. 262. 306）に従い、当該施設が赤ちゃん避難所であることを示してい

る。
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(11)

れる。テキサス州全体では、1998年に子捨ては80件以上、そのうち捨て場

所となったゴミ箱等で新生児が死亡していたケースは50件程度あったと報

告されて
(12)

いる。以前に増して顕著に繰り返し報道される子捨てとその悲惨

な結末に心痛めたテキサス州在住の Richardson医師等の働きかけで、

Morrison州議会議員の主導の下、州法として可決され、当時の州知事

George W.Bushの署名を得てスタートしたのが同州の「赤ちゃん避難所

法」であった――なお、テキサス州の「赤ちゃん避難所法」は2001年に大

きく改正されて
(13)

いる。

そもそも子捨ては法律上、刑罰を以て禁じ
(14)

られ、これにより子の生命と

(11) E. g., Susan L.Pollet, Safe Haven Laws-Do Legal Havens To Abandon
 

Babies Save Lives?,32Westchester B. J.71（2005);Dayna R.Cooper,Note,

Fathers Are Parents Too:Challenging Safe Haven Laws With Procedural Due
 

Process,31Hofstra L.Rev.877,879（2003).

(12) See Stephanie E.Dreyer,Texas’Safe Haven Legislation:Is Anonymous,

Legalized Abandonment a Viable Solution to Newborn Discardment and
 

Death?,12Tex.J.Women & L.167,171（2002).

(13) See2001Tex.Sess.Law Serv.Ch.809（H.B.706).なお、この改正法も2005

年に更に修正されている。See2005Tex.Sess.Law Serv.Ch.620（H.B.2331).

(14) E.g.,Tex.Penal Code 22.041.同様の規定は、テキサス州以外にも各州で等

しく存在する。

《参考資料》
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その身体の安全は確保されているはずである。しかし、望まない妊娠をし

た女性、とりわけティーンエイジャーの少女らは刑罰を科されることを
(15)

恐れ、それゆえに出産した直後に新生児をかえって秘密裏に殺害し処分す

る事態を招いた。そこで「赤ちゃん避難所法」は、一定の要件の下に匿名

の子捨てを免責することで、生まれたばかりの新生児を殺すことなく、所

定の安全な場所に届ける（＝捨てる）よう促す仕組みを定めた。すなわ

ち、同法は、所定の安全な「赤ちゃん避難所」に捨てることを条件に、本

来刑罰が科されるはずの子捨て行為を①免責し、更にその免責を確実なら

しめるべく、当該行為者に②匿名性まで保証することで、あえて子捨てを

促し、新生児の生命とその身体の安全を確保しようとしたのである。同法

の基本思想を一言で言えば、要するに、「赤ちゃんを殺さないで。どうぞ

捨ててください。」ということに
(16)

なる。

こうした子捨て、とりわけ新生児が死亡した状態で捨てられる事件は、

テキサス州に特有なものでなく、広く全米で見られるもので
(17)

ある。同じ問

題が近時突きつけられていた各州は、1999年にテキサス州で初めて「赤ち

ゃん避難所法」が制定されて以来、次々と雪崩を打って同様の制度を導入

し、別表の通り、2000年に16州、2001年に17州、2002年に６州と、「赤ち

ゃん避難所法」――俗称で「Baby Mose Law」と呼ばれることも
(18)

ある

(15) 赤ちゃん避難所法がティーンエイジャーの少女らによる子捨てを典型例として

想定していることは、後掲の別表にある通り、例えば、マサチューセッツ（Mass.

Gen.Laws Ann.ch.119, 391/2）で、赤ちゃん避難所法の広報活動において同時

に10代の妊娠予防プログラムに触れられることになっている点にも窺えよう。

(16) Carol Sanger,Infant Safe Haven Laws:Legislating in the Culture of Life,

106Colum.L.Rev.753,755（2006).

(17) See e. g., Lynne Marie Kohm & Thomas Scott Liverman, Prom Mom
 

Killers:The Impact of Blame Shift and Distorted Statistics on Punishment for
 

Neonaticide,9Wm.& Mary J.Women & L.43-46（2002).

(18) Margaret Graham Tebo,Texas Idea Takes Off:States look to safe haven
 

laws as a protection for abandoned infants,87A.B.A.J.30（2001）によると、

このネーミングは、産みの母親によって葦のカゴの中に入れられ川へ捨てられたモ

ーゼが、エジプトの王女に拾われ育てられたとの聖書の話にちなんだものとのこと

早法83巻４号（2008）70



――を制定する州が急速に増えてい
(19)

った。これら各州で導入された「赤ち

ゃん避難所法」は別表の通りで、それぞれバリエーションはあるものの、

基本的な仕組みは全て同じである。以下に、少し詳しく見てみ
(20)

よう。

２ 免責

あえて子捨てを促すインセンティブとして赤ちゃん避難所法が認めた二

つの保証、すなわち、子捨ての①免責と②匿名性のうち、まず①免責につ

いて見てみよう。

この免責は、別表の通り、全ての州の赤ちゃん避難所法で定められてい

る。但し、大別すると、これを抗弁（affirmative defense）という形で認

めるタイプ（15州）と、適法化ないし訴追免除（doesn’t  constitute viola-

tion of law/no prosecution）という形で認めるタイプ（計28州）が
(21)

ある。両

である。

(19) 別表に示した通り、各州の法制定年は次の通りである。1999年制定〔１州―テ

キサス〕、2000年制定〔16州―アラバマ╱カリフォルニア╱コロラド╱コネチカッ

ト╱デラウェア╱フロリダ╱インディアナ╱カンザス╱ルイジアナ╱ミシガン╱ミ

ネソタ╱ニュージャージー╱ニューヨーク╱オハイオ╱サウスカロライナ╱ウェス

トヴァージニア〕、2001年制定〔17州―アリゾナ╱アーカンソー╱アイダホ╱イリ

ノイ╱アイオワ╱メイン╱ミシシッピ╱モンタナ╱ネヴァダ╱ニューメキシコ╱ノ

ースカロライナ╱ノースダコタ╱オクラホマ╱オレゴン╱ロードアイランド╱ユタ

╱ウィスコンシン〕、2002年制定〔６州―ジョージア╱ケンタッキー╱メリーラン

ド╱ミズーリ╱ペンシルヴァニア╱ワシントン〕、2003年制定〔３州―ニューハン

プシャー╱ヴァージニア╱ワイオミング］、2004年制定［１州―マサチューセッ

ツ〕、2005年制定〔１州―ヴァーモント〕、2007年制定〔１州―ハワイ〕、未制定

〔２州―アラスカ╱ネブラスカ〕。

(20) See generally Michael S.Raum,Jeffrey L.Skaare,Encouraging Abandon-

ment:The Trend Towards Allowing Parents to Drop Off Unwanted Newborns,

76N.Dak.L.Rev.511,518-540（2000);Sanger,supra note16,at765-772.なお、

本論文では、別表に記載した事項について述べる際、個別の州を取り上げる場合を

除き、原則として、個々の規定のサイテーションをその都度示すことはせず、別表

の「主要関連規定」に記したサイテーションを以て包括的に表示したものとする。

(21) 抗弁型〔15州―アラバマ╱アリゾナ╱コロラド╱デラウエア╱インディアナ╱
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者の違いは、前者が子を捨てる者の側に免責事由の存在につき証明責任を

課すのに対し、後者が検察側に免責事由の不存在につき証明責任を課すこ

とになる点に現れよう。現在は後者が優勢で、テキサス州も元々は前者の

抗弁型であったが、証明に失敗した者が免責されない危険が残るとの批判

を受け、法改正により、後者の適法化型に変更さ
(22)

れた。

こうした免責は、無論、無条件に認められるわけではない。赤ちゃん避

難所法の制定後も、原則として子捨て行為に刑罰が科されることに変わり

なく、一定の要件、すなわち、同法の定める以下の⑴～⑶の要件を全て充

足した場合に限って、それが例外的に免責されるにすぎない。問題はその

要件である。

⑴ 免責対象となる「新生児」

各州の赤ちゃん避難所法には、免責対象となる新生児の年齢を生後72時

間以内に限定するものが多い（
(23)

17州）。このように年齢要件を短かく制限

しているのは、同法の目的が親の望まない子を一般的に引き取ることにで

はなく、出産直後の精神不安定な状態下の母親による嬰児殺し

（neonaticide）を防止することにあるとされている
(24)

こと、更には、新生児

メイン╱ミシガン╱ミシシッピ╱ミズーリ╱ニュージャージー╱ニューヨーク╱オ

レゴン╱ヴァージニア╱ウェストヴァージニア╱ワイオミング〕、適法化型〔12州

―コネチカット╱フロリダ╱ハワイ╱イリノイ╱ケンタッキー╱ルイジアナ╱マサ

チューセッツ╱ネヴァダ╱サウスダコタ╱テキサス╱ユタ╱ヴァーモント〕、訴追

免除型〔16州―カリフォルニア╱ジョージア╱アイダホ╱アイオワ╱カンザス╱ミ

ネソタ╱モンタナ╱ニューメキシコ╱ノースカロライナ╱ノースダコタ╱オハイオ

╱オクラホマ╱ロードアイランド╱サウスダコタ╱テネシー╱ウィスコンシン〕、

判断不能〔５州―アリゾナ╱メリーランド╱ニューハンプシャー╱ペンシルヴァニ

ア╱ワシントン〕。

(22) See2001Tex.Sess.Law Serv.Ch.809（H.B.706),Sec.7.See also Note,

Dreyer,supra note12,178-179.

(23) アラバマ、アリゾナ、カリフォルニア、コロラド、フロリダ、ハワイ、ケンタ

ッキー、メリーランド、ミシガン、ミネソタ、ミシシッピ、オハイオ、テネシー、

ユタ、ワシントン、ウィスコンシン、ワイオミングがそうである。
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の生命とその身体の安全を確保するに出産直後の数日が決定的に重要であ

ると考えられること、以上の理由による。確かに、別表の通り、生後72時

間以内の年齢要件に次いで多いのが生後30日以内にその制限を広げるもの

である（12州）――他に、生後５日以内（１州）、７日以内（６州）、14日

以内（４州）、28日以内（１州）、31日（１州）の年齢制限を定める赤ちゃ

ん避難所法も
(25)

ある。しかし、これらは、免責対象を生後72時間の新生児に

限ったところで、実際には捨て子の年齢を正確に判断することは著しく困

難であることに照らし、年齢判定の実効性の確保という技術的な理由から

対象年齢の要件を幾分緩和したにすぎないと言わ
(26)

れる。そうであれば、免

責が保証される子捨ての対象となる新生児の年齢要件を制限的に設定する

基本姿勢それ自体は、多くの州の赤ちゃん避難所法で共有されていると評

価できよう。

もっとも、年齢要件がこうも短く制限されてしまうと、免責範囲を狭

め、結果として科刑を恐れる母親による子殺しの回避が十分に実現し得な

くなるのではないかとの批判もあり得る。事実、中には、従前の制限的な

年齢要件を緩和すべく法改正した州の赤ちゃん避難所法も散見さ
(27)

れる――

(24) Sanger,supra note16,at 768.

(25) 生後５日以内〔１州―ニューヨーク〕、７日以内〔６州―ジョージア╱イリノ

イ╱マサチューセッツ╱ニューハンプシャー╱ノースカロライナ╱オクラホマ〕、

14日以内〔４州―デラウェア╱アイオワ╱ヴァージニア╱ワイオミング〕、28日以

内〔１州―ペンシルヴァニア〕、30日以内〔12州―アリゾナ╱コネチカット╱アイ

ダホ╱ルイジアナ╱モンタナ╱ネヴァダ╱ニュージャージー╱オレゴン╱ロードア

イランド╱サウスカロライナ╱ヴァーモント╱ウェストヴァージニア〕、31日以内

〔１州―メイン〕。

(26) Sanger, supra note 16, at 768 . 同様の配慮から、制限年齢に「およそ

（approximately）」や「外観上（appear to be―別表では apparentlyと表記）」、

あるいは「医学的に相当な確実性を以て決定された」等の表現を付ける赤ちゃん避

難所法も多い。

(27) 別表の通り、イリノイ（2006Ill.Legis.Serv.P.A.94-941（S.B.2913),Sec.

5〔2006年に年齢要件を生後72時間以内から７日以内へ拡大〕）、インディアナ

（2001Ind.Legis.Serv.P.L.217-2001（H.E.A.1829),Sec.5〔2001年に年齢要件
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これに対して、現時点で年齢要件をより厳格にしたところはない。免責対

象となる新生児の年齢要件のこうした制限緩和は、殺されずに捨てられる

子の増加をもたらしうるという意味で、新生児の保護に資す可能性がある

反面、嬰児殺しを回避する目的の限りで例外的に子捨てを容認するという

赤ちゃん避難所法のそもそもの出発点を切り崩す危険性もあり、潜在的に

は大きな問題を内包している。しかし、現状では上述の通り、生後72時間

以内と定めるものを筆頭に、年齢要件をごく短く制限する赤ちゃん避難所

法が多数で、かつ、より長期の年齢要件を定めるところでさえ最長１年、

しかもそれがごく少数（
(28)

２州）でしかないことからすると、いずれにせ

よ、少なくとも子捨ての免責はあくまで例外的な取り扱いにすぎないとの

考えは広く前提にされていることが確認できよう。

なお、赤ちゃん避難所法は、捨てられる新生児の生命に止まらず、その

身体の安全を確保することも目的としている
(29)

ので、以上の年齢要件に加

え、虐待等によって負傷してない状態で子が捨てられることを明示的に免

責の要件として求めるところが多い――赤ちゃん避難所法中にこの虐待不

存在要件が明示的に定めていない場合でも、各州で例外なく子の虐待及び

遺棄は刑罰化されているので、結局、やはり免責は与えられ
(30)

ない。子にケ

を生後30日以内から生後45日へ拡大〕）、ミズーリ（2005 Mo. Legis. Serv. S. B.

420, Sec. A〔2005年に年齢要件を生後30日以内から１年以内へ拡大〕）、テキサス

（2001Tex.Sess.Law Serv.Ch.809（H.B.706),Sec.4〔2001年に年齢要件を生

後30日以内から生後60日以内へ拡大〕）の法改正がそうである。

(28) ミズーリとノースダコタ。他に、30日程度以上の長期の年齢要件を定めるとこ

ろとして、生後40日以内〔２州―インディアナ╱カンザス〕、60日以内〔２州―サ

ウスダコタ╱テキサス〕、90日以内〔１州―ニューメキシコ〕がある。

(29) See e.g.,Ga.Code Ann. 19-10A-3〔ジョージア： 新生児を捨てる母親によ

り子が負傷し、また死亡することを防ぐことが、本章制定に際して州議会が明示的

に目的とし、また意図したところである。」〕.

(30) 無傷（unharmed）」を免責の要件に挙げるものとして、デラウェア（Del.

Code.Ann. tit.11, 907A.（b）〔「生きたまま無傷で引き渡される」場合に子捨て

容認〕）、ハワイ（2007Hawaii Laws1st Sp.Sess.Act7（H.B.1830),Sec.2（2）

〔「新生児が無傷の状態で捨てられた場合」に免責〕）、インディアナ（Ind. Code
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ガをさせたら、その時点で、いずれにしても赤ちゃん避難所法が意図する

免責は受けられなくなるのである。ただ、留意すべきは、この虐待不存在

要件も、そして前述の年齢要件も、いずれも赤ちゃん避難所法の適用要件

であるが、しかし新生児の保護要件ではない、という点である。すなわ

Ann. 35-46-1-4（c）（1）（B）〔「申し立てられた行為により子に身体上の障害

（bodily injure）又は重大な身体の障害が生じていない場合」に免責〕）、カンザス

（Kan.Sta.Ann. 21-3604（b）〔「…子が身体上の危害（bodily harm）を被ってい

ない場合」に免責〕）、メリーランド（Md. Code Cts. & Jud. Proc. 5-641（a）

〔「無傷の子」が免責の対象〕）、ミネソタ（Minn. Stat. 609.3785（2）〔「新生児が

無傷の状態で託された」場合に免責〕）、ミシシッピ（Miss. Code Ann. 43-15-

205〔「無傷の子」が免責の対象〕）、モンタナ（Mont. Code Ann. 40-6-417〔「捨

て子に故意に傷害が加えられた場合を除き」免責〕）、ノースダコタ（N. D. Cent.

Code 50-25.1-15（1）（a）〔「捨て子とは…無傷の状態で置き去りにされた」子と

定義〕）、サウスダコタ（S.D.Codified Laws 25-5A-28〔「置き去りにされる前に

負傷させられていなかった場合」に免責〕）、テネシー（Tenn.Code Ann. 68-11-

255（b）（2）〔「無傷の状態で置き去りにされた」場合に免責〕）、ヴァージニア

（Va. Code Ann. 18.2-371.1（2）〔「子を安全に（safely）引き渡した場合」に免

責〕）がある。

他方、「虐待又は遺棄されていない（abused or neglected）」ことを免責の要件

に挙げるものとして、イリノイ（325Ill.Com.Stat. 2/10〔「新生児とは…かつ虐

待又は遺棄されていない子（a abused or a neglected child）」と定義〕）、ケンタッ

キー（Ky. rev. Stat. Ann. 216B.190（6）〔「子の身体への虐待又は子の遺棄を示

すものが現存する場合」は法不適用〕）、ルイジアナ州（L. A. Child Code Ann.

1150（3）〔「新生児とは…以前に虐待されたり遺棄されたことのない子で…」と定

義〕）、ミシガン（Mich.Comp.Laws Ann. 750.135（2）〔「子の虐待が現実に認め

られる場合又はそれが推定されてる場合を除き」免責〕）、ミズーリ（Mo. Ann.

Stat. 210.950, Sec. 3（3）〔「自発的に引き渡す前に親によって子が虐待又は遺棄

されてない」場合に免責〕）、ニュージャージー（N. J. Stat. Ann. 30: 4C-15.

7（e）〔「…子の引渡し前になされた虐待又は遺棄」は免責を否定〕）、オレゴン

（Or.Rev.Stat. 418.017（1）（b）〔「子に虐待の証拠がない場合」に免責〕）、ペン

シルベニア（23 Pa. Stat. Ann. 4306（a）（2）〔「新生児が子の虐待又は犯罪行

為の被害者でない場合」に免責〕）、ユタ（Utah Code Ann. 62A-4a-820（1）（b）

〔「虐待又は遺棄されていない子」が免責の対象〕）等。なお、ロードアイランドで

は「負傷」「虐待」の両表現が見られる（R.I.Gen.Law 23-13.1-4（3）〔「子が無

傷であるか、身体上の虐待又は遺棄の被害者でない」場合に免責〕）。
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ち、赤ちゃん避難所に年齢要件を超える新生児が捨てられ
(31)

ても、あるいは

虐待された子が捨てられ
(32)

ても、そうした子の保護自体が否定されるわけで

なく、赤ちゃん避難所法の認める免責の保証を母親等が享受できなくなる

にすぎ
(33)

ない。

⑵ 免責対象となる「子捨て」行為と「赤ちゃん避難所」

子捨てが免責されるには、新生児を「赤ちゃん避難所」に捨てる必要が

ある。その「赤ちゃん避難所」にほとんど全ての州の赤ちゃん避難所法が

病院（hospital）を指定し、またその多くが、病院とともに消防署や警察

署を同時に指定する。赤ちゃん避難所法は新生児の生命とその身体の安全

を確保することを目的としているから、緊急事態に備えて24時間365日ス

タッフが常駐し、子に必要な医療措置を速やかに施すことが可能な病院、

更には応急措置が可能で、必要とあらば病院へ子を速やかに搬送すること

のできる消防署や警察署を「赤ちゃん避難所」に指定するのは当然と言え

ば当然である。赤ちゃん避難所としての指定基準が、このように新生児の

生命とその身体の安全を即座に確保する施設や体勢が存在している点に求

められていることは、病院と言っても個人の診療所（clinic）でなく、総

合病院（hospital）、特にその救急部門（emergency department）に赤ちゃ

(31) 例えば、イリノイ（325Ill.Com.Stat. 2/40（d））やモンタナ（Mont.Code
 

Ann. 40-6-406（2）の赤ちゃん避難所法に規定されているように、年齢要件を充

足しない捨て子は「虐待又は遺棄された子」として扱われ、結局、そのような者と

しての保護を受けることになる。

(32) 例えば、フロリダ（Fla. Stat. Ann. 383.50（7））、イリノイ（325 Ill. Com.

Stat. 2/25（b））、マサチューセッツ（Mass.Gen.Laws Ann.ch.119 391/2）、

ミシガン（Mich.Comp.Laws Ann. 712.5（2））、モンタナ（Mont.Code Ann.

40-6-406（2））等では、虐待された子を引き受けた赤ちゃん避難所は、当局にその

旨速やかに通報する義務が課せられている。また、オハイオ（Ohio Rev. Code
 

Ann. 2151.3517（5））では、虐待を示す状況があれば、赤ちゃん避難所は、警察

とともに、その子を引渡した者を特定し追跡するよう努めなければならないとされ

ている。

(33) See Sanger,supra note16,at 768.
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ん避難所の指定が限定される例が少なくない
(34)

こと、他方、かかる病院以外

に、緊急電話（911）に応じて駆けつけた救急隊員（paramedic）への引渡

しを容認する例もある
(35)

ことに、改めて窺えよう。これら病院・消防署・警

察署等の限りで、その全てを含める等、「赤ちゃん避難所法」の指定を拡

大する法改正も見ら
(36)

れる――これに対して、現時点でその指定を縮小する

法改正は見られない。なお、教会や養子斡旋機関等を「赤ちゃん避難所」

に指定するところが少数ながら存在す
(37)

るが、これらは上述の施設や体勢が

(34) この傾向は別表を見れば明らかである。特に個人診療所を排除する旨明示的に

規定するのがジョージア（Ga.Code Ann. 19-10A-2）とミシシッピ（Miss.Code
 

Ann. 43-15-207）である。なお、アラバマ（Ala.Code 26-24-4）では、子を監

護する責任を引き受けて自発的に赤ちゃん避難所として行動する医師や、更には歯

科医の個人診療所に限って例外的に指定する。

(35) アイダホ（Idaho Code Ann. 39-8202（2）（e））、インディアナ（Ind. Code
 

Ann. 16-41-10-1）、アイオワ（Iowa Code 233.2（1））、ルイジアナ（La.Child.

Code Ann. 1151（A））、ミシガン（Mich.Comp.Laws Ann. 712.1（2）（f））、

ニューハンプシャー（N. H. Rev. Stat. 132-A: 1（Ⅲ））、ヴァーモント（Vt.

Stat.Ann. tit.13, 1303（b）（1）（C））、ヴァージニア（Va. Code Ann. 18.2-

371.1（B）（2））、ウィスコンシン（Wis.Stat.Ann. 48.195（1））がそうである。

(36) 別表の通り、イリノイ（2004Ill.Legis.Serv.P.A.93-820（S.B.2583),Sec.

5〔2004年に警察署を追加指定〕）、ミシガン（2006 Mich. Legis. Serv. P. A.

488（S. B. 1292）〔2006年に救急隊員等を追加指定〕）、サウスカロライナ（2006

South Carolina Laws Act362（H.B.4678）Sec.1〔2006年に警察署や消防署等を

追加指定〕）の法改正がそうである。

(37) アリゾナ（Ariz. Rev. Stat. 13-3623.01（G）（2）（d）〔教会・民間の児童福

祉機関も指定〕）、ルイジアナ（La.Child.Code Ann. 1150（2）〔妊娠相談機関・

児童法律相談所も指定〕）、ミシシッピ（Miss.Code Ann. 43-15-207〔養子斡旋機

関も指定〕）、ニューハンプシャー（N. H. Rev.Stat. 132-A:1（Ⅲ）〔教会も指

定〕）、ノースカロライナ（N.C.Gen.Stat.Ann. 7B-500（b）（3）〔社会福祉士も

指定〕）、サウスカロライナ（S. C. Code Ann. 20-7-85（J）（2）〔礼拝所も指

定〕）、サウスダコタ（S.D.Codified Laws25-5A-28〔養子斡旋機関も指定〕）、ヴ

ァーモント（Vt.Stat.Ann.tit.13, 1303（b）（1）（B）〔養子斡旋機関も指定〕）

等参照。なお、テキサス（Tex.Family Code Ann. 262.301（1）（C））は、2001

年の法改正により（2001Tex.Sess.Law Serv.Ch.809（H.B.706),Sec.4）、赤

ちゃん避難所になることに同意した養子斡旋機関も指定するに至ったが、赤ちゃん
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必ずしも完備しているとは限らないから、病院等の指定とは異質なもので
(38)

ある。

赤ちゃん避難所」が以上の通りであるとしても、ここで注意すべきは、

別表をよく見ると分かる通り、少なくとも規定上、厳密には、免責される

子捨て先として病院等の施設それ自体を考えているところ（場所型）と、

それらの施設内に勤務する職員等を考えているところ（人型）の二つに大

別される、という点で
(39)

ある。場所型か人型かの違いは、当然、免責される

「子捨て」行為の内容にも表れる。すなわち、場所型の法の下では、所定

の施設に子を放置すれば一定の要件の下に免責されるが、人型の法の下で

は、それでは足りず、当該施設でその職員に子を物理的に引渡して初めて

免責されることになるのである。人から人への子の手渡しを求める人型

は、そうすることで、新生児の生命と身体の安全の確保をより確実ならし

めようとの趣旨によるものであ
(40)

ろう。しかし、人型のように職員に子を直

接引き渡さなければならないとすると、心理的な負担感を伴うことは――

後述の通り、同法の下で②匿名性が保証されているにしても――否定でき

ない。そこで、この点を懸念する場所型は、子捨てを容易にすることで、

嬰児殺しの回避をより実効あらしめようと、所定の施設に子を放置すれば

足りるとしたのである。結局、場所型か人型かは、嬰児殺しの回避のため

に子捨て免責をより積極的に認めるか、あるいは、新生児の生命とその身

避難所としての本来の指定基準を遵守し、それが医療措置を施す場合に限ってい

る。

(38) See Sanger,supra note16,at 767-768.

(39) 免責される「子捨て」行為を表す英語表現が、例えば、「transfer」「deliver」

「leave」「relinquish」「surrender」「abandon」等と、各州の赤ちゃん避難所法で

異なるのも、容認する子捨て先として特定の場所を念頭においているのか、あるい

はまた、特定の人を念頭においているのか、それぞれ異なることにも理由があると

言えよう。

(40) See Sanger,supra note16,at765-766.もっとも、それが人型の唯一の理由で

はない。後掲注（48）（63）の対応本文で述べる通り、他に、子捨て意思の確認や、

捨てられた新生児の健康情報の入手等も理由であろう。
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体の安全性が確実に確保されることを絶対条件に、あくまでごく例外的に

しか子捨てを認めないか、その微妙なスタンスの違いであるとも言える。

いずれの立場をとるかは政策判断でしかないが、現状では、各州の赤ちゃ

ん避難所法のうち、場所型が17州であるの対して人型は29州で（他に、不

特定型が
(41)

２州）、子を所定の施設に放置しただけでは免責されないとの考え

方が大勢であることには特に注目しておきたい。

ところで、こうして赤ちゃん避難所に指定されると、一般に、当該施設

(41) あくまで規定ぶりからの評価であるが、場所型・人型の例は次の通りである。

場所型〔17州―アラバマ╱アーカンソー╱フロリダ╱アイダホ╱アイオワ╱ケンタ

ッキー╱ミシシッピ╱ネヴァダ╱ニュージャージー╱ノースダコタ╱ペンシルヴァ

ニア╱サウスダコタ╱テキサス╱ユタ╱ヴァージニア╱ウェストヴァージニア╱ワ

イオミング〕の対して、人型〔29州―アリゾナ╱カリフォルニア╱コロラド╱コネ

チカット╱デラウェア╱ジョージア╱ハワイ╱イリノイ╱インディアナ╱カンザス

╱ルイジアナ╱メイン╱マサチューセッツ╱ミシガン╱ミネソタ╱ミズーリ╱モン

タナ╱ニューハンプシャー╱ニューメキシコ╱ノースカロライナ╱オハイオ╱オク

ラホマ╱オレゴン╱ロードアイランド╱サウスカロライナ╱テネシー╱ヴァーモン

ト╱ワシントン╱ウィスコンシン〕。なお、アイダホ及びサウスダコタは正確には

場所型と人型の併存型であるが、所定の施設への放置を認めるので、ここでは場所

型と位置づけてある。

以上の場所型と人型のほか、場所であれ、人であれ、特定の子の引渡し先を法で

明定しない「不特定型」もある。具体的には、任意の「責任ある大人」への子の引

渡しを一般的に容認するメリーランドと、「子を適切な人に委ねた場合、又は適切

な場所に放置して子の放置場所を直ちに適切な人へ通知した場合」に免責するニュ

ーヨークがこれに該当する（更に、上で人型として紹介したノースカロライナも、

病院等の職員に加え、「大人」一般への子の引渡しを同時に認めるから、実際には

その限りでメリーランドと同列に扱うことも不可能ではない）。この不特定型には、

子捨て先をより広く容認することで、嬰児殺しを最大限回避しようとの狙いが窺え

る。しかし反面、こうして子捨て先を広く容認すればするほど、子の生命とその身

体の安全性の確保が危うくなりかねない。この懸念に対して、メリーランドでは捨

て子を引き取った人に子を病院等へ直ちに連れて行く義務を課すことにより（Md.

Code Cts.& Jud.Proc. 5-641（b）（1））、また、ニューヨークでは子捨て先の適

切性について行為者が判断を誤れば免責は受けられなくなるとすることにより

（Sanger,supra note16,at769によると、子捨て先が適切な人又は場所であったか

は個々の事案に応じて最終的に裁判所が判断するとされる）、一定の配慮をしてい

ると言えよう。
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又はその施設の職員は、赤ちゃん避難所法により、二つの義務が課され

る。まず一つは、子の身体上の安全を確認し、必要とあらば適切な医療措

置をなす義務で
(42)

ある。中には、この医療措置を含め、子の保護にかかった

費用についてその償還を当局に求めることができる旨規定する州の赤ちゃ

ん避難所法も
(43)

ある。他方、かかる医療措置をなした結果、不測の事態が生

(42) 病院等に救護義務があるのは規定がなくとも当然であるが、子に必要な医療措

置を与える義務と権限が赤ちゃん避難所にあることを改めて明文で規定している例

は次の通りである。アラバマ（Ala. Code 26-25-1（b））、アーカンソー（Ark.

Code Ann 9-34.202（b））、カリフォルニア（Cal.Health& Safety Code 1255.

7（c））、コロラド（Colo.Rev.Stat.Ann. 19-3-304.5（2）（a））、フロリダ（Fla.

Stat.Ann. 383.50（3）and（4））、ハワイ（2007HI H.B.1830,Sec.3（c））、ア

イダホ（Idaho Code Ann. 39-8203（2）（a））、イリノイ（325Ill.Com.Stat. 2/

20）、インディアナ（Ind.Code Ann. 31-34-2.5-1（b））、アイオワ（Iowa Code

233.2（2）（a））、カンザス（Kan.Stat.Ann. 38-2282（d））、ケンタッキー（Ky.

Rev. Stat.Ann. 405.75（3））、ルイジアナ（La.Child. Code Ann. 1153（A）

（B））、ミシガン（Mich.Comp.Laws Ann. 712.3（1）（a） and 712.5）、ミシシ

ッピ（Miss. Code Ann. 43-15-201（2））、ミズーリ（Mo. Ann. Stat. 210.

950（4）and（5））、モンタナ（Mont.Code Ann. 40-6-406（1）and（2））、ネヴ

ァダ（Nev. Rev. Stat. 432B.630（2）（a））、ニューハンプシャー（N. H. Rev.

Stat. 132-A:2（Ⅱ））、ニュージャージー（N.J.Stat.Ann. 30:4C-15.7（b）

（2））、ニューメキシコ（N. M. Stat. Ann.. 24-22-4（B））、ノースカロライナ

（N.C.Gen.Stat.Ann. 7B-500（c））、オハイオ（Ohio Rev.Code Ann. 2151.

3517（A）（1）and（B））、オクラホマ（10Okl.Stat.Ann. 7115.1（D）（1））、ペ

ンシルヴァニア（23 Pa. Stat. Ann. 6504（a）（2））、ロードアイランド（R. I.

Gen. Laws 23-13.1-3（f））、サウスカロライナ（S. C. Code Ann. 20-7-

85（A））、サウスダコタ（S. D. Codified Laws 25-5A-27）、テネシー（Tenn.

Code Ann. 68-11-255（d））、テキサス（Tex.Family Code Ann. 262.302（c））、

ユタ（Utah Code Ann. 62A-4a-802（2）（d）（i））、ヴァーモント（Vt. Stat.

Ann.tit.13, 1303（4）（A））、ウェストヴァージニア（W.Va.Code Ann. 49-6

E-1）、ウィスコンシン（Wis.Stat.Ann. 48.195（1））ワイオミング（Wyo.Stat.

Ann. 14-11-103（e）and（f））。

(43) 費用償還の規定は、例えば、イリノイ（325Ill.Com.Stat. 2/45）、アイオワ

（Iowa Code 233.2（2）（b））、ミシシッピ（Miss.Code Ann. 43-15-203（2））、

モンタナ（Mont.Code Ann. 40-6-416）、テキサス（Tex.Family Code Ann.

262.307）に見られる。
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じても、誠実に行動した限りは、当該施設又はその施設の職員は、民事上

及び刑事上の責任を免除されると定められていることが
(44)

多い。

もう一つ、赤ちゃん避難所法により、施設又はその施設の職員に課され

るのが、当局への通報義務で
(45)

ある。ここで当局とは、児童福祉を担当する

(44) アラバマ（Ala. Code 26-25-5）、アリゾナ（Ariz. Rev. Stat. 13-3623.

01（E））、アーカンソー（Ark.Code Ann 9-34.202（c））、カリフォルニア（Cal.

Health & Safety Code 1255.7（h））、コロラド（Colo.Rev.Stat.Ann. 19-3-

304.5（3））、デラウェア（Del.Code Ann. tit.11, 908A）、フロリダ（Fla. Stat.

Ann. 383.50（3）（b））、ジョージア（Ga.Code Ann. 19-10A-7）、ハワイ（2007

HI H.B.1830, Sec.5）、アイダホ（Idaho Code Ann. 39-8203（4））、アイオワ

（Iowa Code 233.2（2）（a））、カンザス（Kan.Stat.Ann. 38-2282（d））、ケン

タッキー（Ky. Rev. Stat. Ann. 216B.190（2））、ルイジアナ（La. Child. Code
 

Ann. 1153（D））、メイン（Me.Rev.Stat.Ann.tit.22, 4018（5））、メリーラン

ド（Md. Code Cts. & Jud. Proc. 5-641（c））、ミシガン（Mich. Comp. Laws
 

Ann. 712.2（4））、ミネソタ（Minn. Stat. 145.902, Subd. 3（a））、ミシシッピ

（Miss.Code Ann. 43-15-209）、ミズーリ（Mo.Ann.Stat. 210.950（8））、モン

タナ（Mont. Code Ann. 40-6-403（3）and 40-6-404）、ネヴァダ（Nev. Rev.

Stat. 432B.160（1））、ニュージャージー（N.J.Stat.Ann. 30:4C-15.7（f））、

ニューメキシコ（N. M. Stat. Ann. 24-22-8）、ノースカロライナ（N. C. Gen.

Stat.Ann. 7B-500（e））、ノースダコタ（N.D.Cent.Code 50-25.1-15（7））、

オハイオ（Ohio Rev.Code Ann. 2151.3523（B）（C）（D)and(E））、オクラホマ

（10Okl.Stat.Ann. 7115.1（H））、オレゴン（Or.Rev.Stat. 418.017（4））、ペ

ンシルヴァニア（23Pa.Stat.Ann. 6507）、ロードアイランド（R.I.Gen.Laws

23-13.1-3（d））、サウスカロライナ（S. C. Code Ann. 20-7-85（H））、サウス

ダコタ（S.D.Codified Laws 25-5A-31）、テネシー（Tenn.Code Ann. 68-11

-255（f））、テキサス（Tex.Family Code Ann. 262.302（c））、ユタ（Utah Code
 

Ann. 62A-4a-802（2）（e））、ヴァーモント（Vt.Stat.Ann.tit.13, 1303（b）

（3））、ヴァージニア（Va.Code Ann. 8.01-226.5:2）、ワシントン（Wash.Rev.

Code Ann. 13.34.360（3）（d））、ウィスコンシン（Wis. Stat. Ann. 48.

195（4））、ワイオミング（Wyo.Stat.Ann. 14-11-108）参照。

(45) アラバマ（Ala. Code 26-25-3）、アリゾナ（Ariz. Rev. Stat. 13-3623.

01（C））、アーカンソー（Ark.Code Ann 9-34.203（a）〔＋行方不明者リストと

の照合（ 9-34.204）〕）、カリフォルニア（Cal. Health & Safety Code 1255.

7（d）（1）〔＋行方不明者リストとの照合（ 125.7（e）〕）、コロラド（Colo. Rev.

Stat.Ann. 19-3-304.5（2）（b））、コネチカット（Conn.Gen.Stat.Ann. 17a-

59（a））、デラウェア（Del.Code Ann.tit.11, 907A（g）〔＋行方不明者リストと
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州政府の部局や時に警察を意味し、かかる当局への通報は、病院等でその

保護の下に必要な医療措置が子になされた後、当局にその子を監護する責

任を負わせ、また、規定に従い、実親の持つ親の権利の解消と養子縁組の

の照合（Id.）〕）、フロリダ（Fla. Stat. Ann. 383.50（7）〔＋行方不明者リストと

の照合（ 63.0423(3)）〕）、ジョージア（Ga. Code Ann. 19-10A-6）、ハワイ

（2007HI H.B.1830, Sec.3（c））、アイダホ（Idaho Code Ann. 39-8203（2）

（b））、イリノイ（325Ill.Com.Stat. 2/40（a）〔＋行方不明者リストとの照合（

2/40（b）〕））、インディアナ（Ind.Code Ann. 31-34-2.5-2（a）〔＋行方不明者リ

ストとの照合（ 31-34-2.5-2（b）（2）〕）、アイオワ（Iowa Code 233.2（3））、カ

ンザス（Kan.Stat.Ann. 38-2282（c））、ケンタッキー（Ky.Rev.Stat.Ann.

216B.190（4））、ルイジアナ（La.Child. Code Ann. 1152（F）〔＋行方不明者リ

ストとの照合（ 1154）〕）、メイン（Me.Rev.Stat.Ann.tit.22, 4018（3））、メリ

ーランド（Md. Code Cts. & Jud. Proc. 5-641（b）（2））、マサチューセッツ

（Mass.Gen.Laws Ann.ch.119, 391/2）、ミシガン（Mich.Comp.Law Ann.

712.5（3））、ミネソタ（Minn.Stat. 145.902,Subd.2）、ミシシッピ（Miss.Code
 

Ann. 43-15-203（1））、ミズーリ（Mo. Ann. Stat. 210.950（5））、モンタナ

（Mont.Code Ann. 40-6-406（3））、ネヴァダ（Nev.Rev.Stat. 432B.630（2）

（b））、ニューハンプシャー（N.H.Rev.Stat. 132-A:3（Ⅰ）〔＋行方不明者リス

トとの照合（ 132-A:3（Ⅲ）〕）、ニュージャージー（N.J. Stat.Ann. 30:4C-

15.7（b）（3）〔＋行方不明者リストとの照合（ 30:4C-15.7（c）〕）、ニューメキシ

コ（N.M.Stat.Ann. 24-22-4（E））、ノースカロライナ（N.C.Gen.Stat.Ann.

7B-500（c））、ノースダコタ（N. D. Cent. Code 50-25.1-15（6））、オハイオ

（Ohio Rev.Code Ann. 2151.3517（A）（2））、オクラホマ（10Okl.Stat.Ann.

7115.1（D）（2）〔＋行方不明者リストとの照合（ 7115.1（E））〕）、オレゴン（Or.

Rev.Stat. 418.017（5）（a））、ペンシルヴァニア（23Pa.Stat.Ann. 6504（a）

（3）and 6505）、ロードアイランド（R.I.Gen.Laws 23-13.1-5（a））、サウスカ

ロライナ（S.C.Code Ann. 20-7-85（C）〔＋行方不明者リストとの照合（ 20-7

-85（D））、サウスダコタ（S.D.Codified Laws 25-5A-327）、テネシー（Tenn.

Code Ann. 68-11-255（e）and 36-1-142（b））、テキサス（Tex.Family Code
 

Ann. 262.303（a）〔＋行方不明者リストとの照合（ 262.305）〕）、ユタ（Utah
 

Code Ann. 62A-4a-802（2）（d）（i））、ヴァーモント（Vt.Stat.Ann. tit.13,

1303（4）（B））、ワシントン（Wash.Rev.Code Ann. 13.34.360（3）（c））、ウェ

ストヴァージニア（W. Va. Code Ann. 49-6E-2（a））、ウィスコンシン（Wis.

Stat. Ann. 48.195〔但し、当局の受入職員への子の引渡し〕）、ワイオミング

（Wyo. Stat. Ann. 14-11-103（f）〔＋行方不明者か要確認（ 14-11-104）〕）参

照。
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手続開始の申立て等、子の処遇の決定に必要な手続を遂行させることを目

的としている。なお、こうした監護ないし手続にあたって、その子が真

実、捨て子であるか否かを見極める必要があるから、行方不明者リストと

の照合を特に義務づける赤ちゃん避難所法も
(46)

ある。いずれにせよ、上述の

通報義務は、施設又はその施設の職員が自ら引き取った子を秘密裏に独自

の判断で勝手に処置することを防ぎ、当局の公的な監督の下、法の定める

手続に従った対処がなされる契機となる点で、重要な機能を果たすことは

確かで
(47)

ある。

⑶ 免責主体となる「親」等

別表の通り、多くの州の赤ちゃん避難所法は免責される子捨ての主体に

「親（parent）」を挙げる。この「親」には、その表現上、子の母親のみな

らず、子の父親も含まれる。しかし、同法の目的は出産直後の精神不安定

な状態下での母親による嬰児殺しを防止することにあるから、免責される

子捨ての主体を、実際に念頭におく「母親（mother）」に限定して定める

ところもある。なお、「親」であれ、「母親」であれ、子捨て行為者には、

子を取り戻しに帰って来るとの意思（intent to return for the child）を表明

していないことが必要となる――この点に関して言えば、人型の赤ちゃん

避難所法の下では、場所型の赤ちゃん避難所法と異なり、行為者に子捨て

意思が真にあるか積極的に確認する機会を持ちうるから、安易な子捨てを

防止するに役立つ可能性が
(48)

ある。

ところで、医療機関の手助けもなく秘密裏に子を出産した母親は、出産

後、所定の赤ちゃん避難所まで子を自ら運ぶに足る健康状態にないことも

あるし、また、同法がいかに匿名性を保証していようと、自らの手で子を

(46) 前掲注（45）参照。

(47) それゆえ、例えば、ペンシルヴァニア（23Pa.Stat.Ann. 6506）のように、

通報義務違反に刑罰を科すところもある。

(48) 前掲注（40）参照。
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赤ちゃん避難所に捨てることに躊躇を感じることも
(49)

ある。そこで、「親」

ないし「母親」から依頼された「代理人（agent）」による子捨てを容認

し、その代理人に免責を認める赤ちゃん避難所法も見られる――この場

合、「母親」に限定して免責する法の下でも、結局、母親から依頼を受け

て子捨てをした父親は、「親」を免責すると定める法の下と同様に、やは

り免責されよう。無論、こうして規定上、代理人による子捨てを容認した

ところで、望まない妊娠をした母親、とりわけ赤ちゃん避難所法が典型例

と想定するティーンエイジャーの少女らは、中絶の機会を失し
(50)

た後、妊娠

を周囲に隠して出産するに至ることが多いから、秘密にしていた妊娠の事

実を出産後に一転して家族等の第三者に打ち明け、その第三者に子捨てを

依頼する例が果たして実際に多いかは別問題である。

他に、各州の赤ちゃん避難所法の中には、「親」ないし「母親」からの

依頼の有無を問わず、「人（person）」一般の子捨てを免責する旨定めるも

のもある。「母親」、「親」、そしてそれらの者から依頼された「代理人」、

更には「人」一般へと、子捨ての主体を広く認めれば認めるほど免責範囲

は広がり、より多くの子捨てを実現するのに資すことになる。その意味

で、免責される子捨ての主体を最も広く認めるこのタイプは、子の生命と

その身体の安全の確保を徹底する意図が働いているものと言えよう――も

っとも、「母親」若しくは「親」又はそれらの「代理人」に免責を認める

旨定める法の下でも、全くの第三者が既に捨てられていた子を所定の赤ち

(49) See Sanger,supra note16,at 765.

(50) 我が国では母体保護法上、未成年者の中絶について特に規定はないが、アメリ

カでは親の同意若しくは親への通知又はこれに代わる司法的バイパス手続（judi-

cial bypass procedure）が必要である旨、各州法で規定されている。もっとも、こ

うした親の関与等が必要なのは「未成熟な」未成年者に限られるから、一般に成熟

した未成年者と評価される10代後半の少女であれば、かかる規制に服すことはない

であろう。未成年者による中絶に対するアメリカでの法規制とその近時の動向につ

いては、例えば、三枝健治「未成年者による人工妊娠中絶に対する親権者の関わり

―― In re B. S.事件の紹介・検討を中心に」新潟法政理論38巻１号（2005）33頁

以下参照。
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ゃん避難所に届けた場合、かかる行為をすること自体、そもそも刑事罰が

科せられるようなものでないことに留意したい。

現状では、以上述べたうち、「親」による子捨てを免責する旨定めると

ころが圧倒的に多く（28州）、次いで「人」の免責（９州）、「親＋代理人」

の免責（８州）、「母親」の免責（２州）、「母親＋代理人」の免責（１州）

を定める赤ちゃん避難所法の順となって
(51)

いる。

３ 匿名性

各州の赤ちゃん避難所法は、以上の要件⑴～⑶の下に、子を捨てた親に

①免責を与えると同時に②匿名性を保証し、嬰児殺しを回避するため、あ

えて子捨てを促す。この②匿名性が保証されてこそ、母親らは、その身元

を明かすことを強制されずに、安心して子を捨てることができるのである

――但し、ジョージアだけは①免責を認めるも、②匿名性の保証は否定し

て
(51a)

いる。仮に身元の開示が強制されるなら、単に通常の養子縁組をして子

を手放すのと何ら変わらないから、その意味で、この②匿名性は、①免責

(51) 母親」の免責〔２州―ジョージア╱テネシー〕、「母親＋代理人」の免責〔１

州―メリーランド〕、「親」の免責〔28州―アラバマ╱アーカンソー╱カリフォルニ

ア╱コロラド╱フロリダ╱アイダホ╱イリノイ╱インディアナ╱カンザス╱ルイジ

アナ╱マサチューセッツ╱ミシガン╱ミシシッピ╱ミズーリ╱モンタナ╱ネヴァダ

╱ニューハンプシャー╱ノースカロライナ╱オハイオ╱オクラホマ╱オレゴン╱ペ

ンシルヴァニア╱サウスダコタ╱テキサス╱ヴァージニア╱ワシントン╱ウェスト

ヴァージニア╱ウィスコンシン〕、「親＋代理人」免責〔８州―アリゾナ╱コネチカ

ット╱アイオワ╱ノースダコタ╱ロードアイランド╱サウスカロライナ╱ユタ╱ワ

イオミング〕、「人」の免責〔９州―デラウェア╱ハワイ╱カンザス╱メイン╱ミネ

ソタ╱ニュージャージー╱ニューメキシコ╱ニューヨーク╱ヴァーモント〕。

(51a) Ga.Code Ann. 19-10A-4. この②匿名性の保証の否定は、元々の法案には

なかったが審議の過程で盛り込まれたものである（See Jay Bressler, Safe Place
 

For Newborns,19Ga.St.U.L.Rev.151,154(2002)）。これは、無責任な子捨て

の防止と後述する実親を知るという子の持つ権利の保護という点からすれば肯定的

に評価されようが、子捨てのインセンティブの確保という点からすれば批判的に受

け止められる。
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とともに、赤ちゃん避難所法の不可欠な要素であるとも言えよう。

もっとも、②匿名性まで認めなくとも①免責さえ保証すれば、科刑を恐

れる母親による子殺しの回避は実現できるのではないかとも考えうる。し

かし、①免責はするが②匿名性は認めないというのでは、身元情報を得た

警察による取り調べや逮捕自体は免れないのではないか、また、マスメデ

ィアによる報道や地域社会の社会的糾弾のターゲットになるのではないか

との恐れを払拭できず、結局、子捨てを促すインセンティブに欠け
(52)

よう。

だからこそ、ほとんど全ての州の赤ちゃん避難所法が②匿名性を明文で保

証し、子捨て行為者を特定し追跡することができないようにして、①免責

をより確実なものにしているので
(53)

ある。中には、更に進んで、この②匿名

性を前提に、身元等の関連情報を何らかの理由で入手した赤ちゃん避難所

にそのような情報を他に漏らしてはいけないという② 秘匿性の保証まで

注意深く明文で課すところも
(54)

ある。

ところで、このように匿名性が保証されていても、子を捨てた母親ら

が、その身元を含め、関連情報を自分から進んで明かすことは何ら妨げら

れるものではない。とりわけ、別表の通り、病歴等、捨てられた子や親の

健康情報に関しては、むしろ赤ちゃん避難所法自体、母親らが自発に開示

できる旨わざわざ言及する例（
(55)

８州）や、そうした自発的な開示を母親ら

(52) See Sanger,supra note16,at 771.

(53) ②匿名性（及び╱又は、後述の② 秘匿性）を明文で規定していないのが、ア

ラバマ、アーカンソー、コロラド、カンザス、メリーランド、ミシシッピ、ミズー

リ、ニューヨーク、ヴァージニアの各州の赤ちゃん避難所法である。但し、これら

は②匿名性を否定する趣旨でなく、むしろそれを前提にするものと指摘される。

See Raum & Skaare, supra note20, at 528.But cf.Ga.Code Ann. 19-10A-

4（ジョージア）.

(54) カリフォルニア（Cal.Health& Safety Code 1225.7（d）（2）and（k））、コ

ネチカット（Conn.Gen.Stat.Ann. 17a-60（b））、デラウェア（Del.Code Ann.

tit.11, 907A(c)）、フロリダ（Fla.Stat.Ann. 380.51）、アイオワ（Iowa Code

233.5）、ロードアイランド（R. I.Gen.Laws 23-13.1-3（b））、サウスカロライ

ナ（S.C.Code Ann. 20-7-85（B）（3））、テネシー（Tenn.Code Ann. 68-11-

255（c））、ウィスコンシン（Wis.Stat.Ann. 48.195（2）（d））。
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に促すよう、赤ちゃん避難所に積極的な努力を求めたり、赤ちゃん避難所

が母親らに直接尋ねることを認める旨定める例（17州）が
(56)

多い。また、後

に返送されるのを期待して定型の記入用紙を母親に交付する旨又は交付す

るよう努める旨規定し、それにより、健康情報の入手を試みるところも見

られる（
(57)

７州）。これらは、健康情報が子にとって成長に必要かつ有用な

(55) アイダホ（Idaho Code Ann. 39-8203（3））、イリノイ（325Ill.Com.Stat.

2/30and 35）、アイオワ（Iowa Code 233.2（a））、ネヴァダ（Nev.Rev.Stat.

432B.630（3）（c））、ニュージャージー（N.J.Stat.Ann. 30:4C-15.7（g））、

ペンシルヴァニア（23Pa.Stat.Ann. 6504（b））、ロードアイランド（R.I.Gen.

Laws 23-13.1-3（b））、ワイオミング（Wyo.Stat.Ann. 14-11-103（d））。

(56) コネチカット（Conn.Gen.Stat.Ann. 17a-58（b））、デラウェア（Del.Code
 

Ann.tit.16, 907A（B））、ハワイ（2007HI H.B.1830,Sec.3（b）〔しかも質問

は義務〕）、ルイジアナ（La.Child.Code Ann. 1152（C）〔しかも質問は義務〕）、

メイン（Me.Rev.Stat.Ann.tit.22, 4018（2））、マサチューセッツ（Mass.Gen.

Laws Ann.ch.119 391/2）、ミシガン（Mich.Comp.Laws Ann. 712.3（2）

（a））、ミネソタ（Minn. Stat. 145.902, Subd. 1（b））、モンタナ（Mon. Code
 

Ann. 40-6-405（3）（b）（d））、ニューメキシコ（N. M. State Ann. 24-22-

3（B））、ノースカロライナ（N.C.Gen.Stat.Ann. 7B-500（c））、オクラホマ

（10Okl.Stat.Ann. 7115.1（C）（1））、サウスダコタ（S.D.Codified Laws 25

-5A-30）、テネシー（Tenn. Code Ann. 68-11-255（c）〔しかも質問は義務〕）、

ユタ（Utah Code Ann. 62A-4a-802（2）（b））、ヴァーモント（Vt. Stat. Ann.

tit.13, 1303（2））、ワシントン（Wash.Rev.Code Ann. 13.34.360（3）（b））。

他方、アリゾナ（Ariz. Rev. Stat. 13-3623.01（D））では、いかなる質問も禁じ

られているから、健康情報を入手するための質問も許されないことになる。

(57) カリフォルニア（Cal.Health& Safety Code 1225.7（b）（3））、ケンタッキ

ー（Ky.Rev.Stat.Ann. 216B.190（5））、ノースダコタ（N.D.Cent.Code 50

-25.1-15（3））、オハイオ（Ohio Rev. Code Ann. 2151.3517（3）and 2151.

3529（1））、オクラホマ（10Okl. Stat. Ann. 7115.1（F）（1））、サウスカロライ

ナ（S. C. Code Ann. 20-7-85（B）（2））、ユタ（Utah Code Ann. 62A-4a-

802（2）（c））。なお、赤ちゃん避難所法で規定されていなくとも、実際の運用にお

いてこうした書式を用いるところもあるようである（例えば、テキサス州エニス市

http://www.ennispublicsafety.net/FIRE/sopweb/Baby%20Moses%20Volun-

tary%20Health%20Form.htm>や同州ランカスター市＜http://www.lancaster-

tx.com/index2.php?option＝com content&do pdf＝1&id＝187>）――もっとも、

他方、規定がない以上、そのような書式の利用にむしろ否定的であったり、無関心
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ものであるから、その入手を可能な限り最大限図ろうとしたものと理解で

きよう。

しかし、ここで注目したいのは、匿名性の保証の核心にあるはずの、子

を捨てた親の身元情報についてさえ、やはり――上述の健康情報の場合よ

り数は減るが、それと――同じように、母親らが自発的に開示できる旨わ

ざわざ言及する例（
(58)

６州）や、その自発的な開示を母親に促すよう、赤ち

ゃん避難所に努力することを求めたり、赤ちゃん避難所が母親らに直接尋

ねることを認めたりする例が少なくない（
(59)

12州）、という事実である。こ

れらは、捨て子の持つ自らの出自を知る権利に配慮したものと言えよう

が、それを匿名性との関係でどこまで尊重するかは、各州の赤ちゃん避難

所法によって様々である。身元情報を得るための質問を赤ちゃん避難所に

義務づけるものまである一方（
(60)

１州）、逆にそのような質問を一切禁じる

なところもある（例えば、同じテキサス州でも筆者が訪れたダラス市では書式の使

用は確認されなかった）。

(58) アイオワ（Iowa Code 233.2（a））、ネヴァダ（Nev. Rev. Stat. 432B.

630（3）（d）（1））、ニュージャージー（N.J.Stat.Ann. 30:4C-15.7（g））、ペン

シルヴァニア（23 Pa. Stat. Ann. 6504（b））、ロードアイランド（R. I. Gen.

Laws 23-13.1-3（b））、ワイオミング（Wyo.Stat.Ann. 14-11-103（d））。

(59) コネチカット（Conn.Gen.Stat.Ann. 17a-58（b））、ハワイ（2007HI H.B.

1830,Sec.3（b））、ルイジアナ（La.Child.Code Ann. 1152（C）〔子を捨ててい

ない他方の親の身元〕）、マサチューセッツ（Mass.Gen.Laws Ann.ch.119 391/

2）、ミシガン（Mich.Comp.Laws Ann. 712.3（2）（d）（e）〔子を捨てた親＋子

を捨てていない他方の親の身元〕）、モンタナ（Mon. Code Ann. 40-6-405（3）

（a）〔子を捨てた親＋子を捨てていない他方の親の身元〕）、ニューメキシコ（N.M.

State Ann. 24-22-3（B））、ノースカロライナ（N. C. Gen. Stat. Ann. 7B-

500（c））、ノースダコタ（N. D. Cent. Code 50-25.1-15（3））、オクラホマ（10

Okl. Stat. Ann. 7115.1（C）（1））、テネシー（Tenn. Code Ann. 68-11-

255（c））、ユタ（Utah Code Ann. 62A-4a-802（2）（b）〔子を捨てていない他方

の親の身元〕）。

(60) サウスカロライナ（S.C.Code Ann. 20-7-85（B）（2）〔但し、子を捨ててい

ない他方の親の身元〕）。但し、この規定は、実際には(b)捨て子の持つ出自を知る

権利への配慮もさることながら、後述の（c）子を捨てていない親の権利主張の機

早法83巻４号（2008）88



ものもある（４州）――後者には、身元情報が匿名性の核心にあることを

考慮し、母親らに対する健康情報の質問を許容しながら、身元情報の質問

は禁じるところも見ら
(61)

れる。現時点では、そうした質問をすること自体は

義務づけも禁じもせず、その要否を赤ちゃん避難所の裁量に委ね、身元情

報の自発的な開示を母親らから引きだすことを企図する中間的な対応が優

勢で
(62)

ある。ただ、いずれにしても、赤ちゃん避難所法が匿名性を保証して

いる以上、こうした赤ちゃん避難所からの質問に対して、身元情報はもち

ろん、上述の健康情報についても、母親らに回答する義務がないのは当然

である。どのタイプの赤ちゃん避難所法でも、あくまで子を捨てた親が自

ら進んで関連情報を明かすことが予定されているにすぎない。

なお、身元情報であれ、健康情報であれ、子を捨てた親らが自発的にこ

うして関連情報を子捨ての際に明かすのは、所定の施設に子を放置するこ

とを容認する場所型の赤ちゃん避難所法では実際上困難で、当該施設の職

員に子を手渡して初めて免責されるとする人型の赤ちゃん避難所法でこそ

実現が期待しうるものである。前述の通り、現時点で場所型よりも人型の

赤ちゃん避難所法が多いのは、それゆえでもあると言え
(63)

よう。

この匿名性は、上に述べたように、（a）捨て子との関係で、出自を知

る権利をどう確保するか、問題を抱えるが、実は更に（b）子を捨ててい

ない他方の親との関係でも、別の問題に悩まされる。すなわち、赤ちゃん

避難所法の下で捨てられた子は、いずれ、実親の権利を断ち切ったうえ、

会の確保を意図したものとも言えよう。

(61) アリゾナ（Ariz.Rev.Stat. 13-3623.01（D））、カリフォルニア（Cal.Health

& Safety Code 1225.7（b）（3））、アイダホ（Idaho Code Ann. 39-8203（3））、

ミネソタ（Minn.Stat. 145.902,Subd.1（2）（b））。このうち、健康情報を入手す

る試みは許容しながら、身元情報の質問等を禁じるのは、カリフォルニア、アイダ

ホ、ミネソタである。

(62) 前掲注（58）（59）に挙げた合計18州のほか、匿名性がある旨だけ規定し、そ

れ以上特に言及しない州の赤ちゃん避難所法も、母親らが自発的にその身分を開示

することを禁じはしないので、ここに含めても差し支えないかもしれない。

(63) 前掲注（40）参照。
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養子縁組されると
(64)

ころ、子を捨てた親が母親である典型的な場合、子を捨

てる自発的な意思のあった母親の権利までその同意を改めて得ることなく

解消するのはともかく、子を捨てていない父親の権利までその同意なしに

自動的に解消することが果たして適正手続に反しないか、問題になるので

ある。匿名性を保証したことで子の父を探す手掛かりを失い、これにより

実の父親をその権利解消前に特定し、同人にその旨通知する機会を確保す

るのが不可能ないし実際上困難になったことにこの問題の原因はある。各

州の赤ちゃん避難所法には、子捨ての事実を当該地域社会に速やかに公示

することを求め
(65)

たり、想定上の父の登録リスト（putative father’s registry）

への照会を求めたり
(66)

して、匿名性を前提としながらこの点に特に配慮を示

(64) なお、別表の通り、モンタナ（Mon.Code Ann. 40-6-407（f）（2））、ニュー

ジャージー（N.J.Stat.Ann. 30:4C-15.8）、テキサス（Tex.Family Code Ann.

262.309）の各州の赤ちゃん避難所法には、捨てられた子の親族を探し出し、その

親族の養育下に子をおく努力を当局がする必要のないことを明言し、その旨確認す

る規定がある――但し、ハワイ（2007HI H.B.1830,Sec.6（b）（1））では、当局

は親族を探すことも可能である旨の規定がある。

(65) デラウェア（Del.Code Ann.tit.16, 907A（h））、フロリダ（Fla.Stat.Ann.

63.0423（4））、ミズーリ（Mo.Ann.Stat. 210.950（6））、モンタナ（Mon.Code
 

Ann. 40-6-407（f）（1））、ネヴァダ（Nev. Rev. Stat. 432B.500（c））、サウス

カロライナ（S.C.Code Ann. 20-7-85（E）（1））、テネシー（Tenn.Code Ann.

36-1-142（e））。

(66) アイオワ（Iowa Code 233.2（4）（b））、ルイジアナ（La.Child.Code Ann.

1155, Comment（c））、ミズーリ（Mo. Ann. Stat. 210.950（6））、モンタナ

（Mon.Code Ann. 40-6-411（3））、ユタ（Utah Code Ann. 62A-4a-802（5）

（c））。

ここで「想定上の父の登録リスト」について簡単に説明しておこう。そもそも、

子の母とかつて婚姻関係にあった者等（これを「推
﹅
定上の父（presumed

 
father）」と言う）は、特定されているので、子の養子縁組手続が進められた場合、

その旨の通知を受けられる。しかし、そのような関係にない者は、父子関係が未だ

確立していない段階では、子の母親がその者の身元を開示しなければ特定されず、

通知は受けられない。そうすると、養子縁組に同意しない旨述べる機会が保証され

ていない以上、母親が無断で子を養子に出すことも可能となる。そこで「推定上の

父」でなくても、子の父親である可能性があると認識する者（これを「想
﹅
定上の父
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し、子を捨てていない父親の権利を解消するための適正手続を確保しよう

と工夫を凝らすところも見られる。しかし、こうした適正手続の確保につ

いて特段規定しない州の赤ちゃん避難所法のほうがより多いのが実情で
(67)

ある。

他方、匿名性は、子を捨てた親が後に考えを改め、捨て子を取り戻そう

とする場合に障害となるから、（c）子を捨てた親自身との関係でも、やは

り問題がないわけではない。匿名性を保証したことで、取戻しに来た者が

真にその子の親なのか、確認することは必ずしも容易ではなくなる。別表

に示した通り、これに対処するため、DNA検査等の実施を要する旨定め

るとこ
(68)

ろや、取戻しの便宜を図る意図から、子捨ての際にナンバリングし

たブレスレットを親に渡し、そのブレスレットを同一性の確認に役立たせ

るところも
(69)

ある――子捨ての際、子を捨てた親に取戻しの手順を情報提供

（putative father）」と言う）は、これを阻止すべく、自ら進んで登録リストに名前

を登録し、養子縁組手続の際に通知を受けることができるようにした。この登録リ

ストが「想定上の父の登録リスト」である――もっとも、現実には、その利用は限

定的で効果は限られていると指摘されている。See generally Mary Beck,Toward
 

a National Putative Father Registry Database,25Harv.J.L.& Pub.Pol’y,1031

（2002).

(67) かかる法の下では、父親の権利を解消する適正手続の確保は、後に予定される

養子縁組手続の枠組みの中で図られることになろうが、子捨ての場合、特定されて

いない父親にその手続の開始が通知されることは、権利解消手続の通知と同様、や

はり期待できないであろう。See Note, Dayna R. Cooper, Fathers are Parents
 

Too:Challenging Safe Haven Laws with Procedural Due Process,31Hofstra
 

L.Rev.877,895-900（2003).

(68) フロリダ（Fla.Stat.Ann. 63.0423（7）（a））、イリノイ（325Ill.Com.Stat.

2/55(d)(1)）、ミシガン（Mich. Comp. Laws Ann. 712.11）、ニューメキシコ

（N.M.Stat.Ann. 24-22-7）、オハイオ（Ohio Rev.Code Ann. 2151.3528）。

(69) カリフォルニア（Cal.Health & Safety Code 1225.7（b）（2）、コネチカッ

ト（Conn.Gen.Stat.Ann. 17a-60（c））、デラウェア（Del.Code Ann.tit.16,

907A（e））、ノースダコタ（N.D.Cent.Code 50-25.1-15（4））。但し、いずれの

規定も、同一性を確認する一手段としての事実上の機能を認めるに止め、その所持

が親子関係の存在それ自体を確立又は推定するものではないとし、法的には取戻し

アメリカにおける「赤ちゃん避難所法（Safe Haven Law）」（一）（三枝) 91



するこ
(70)

とも、少なくとも取戻しを容易ならしめる方向で働くものであろ

う。ただ、捨てられた新生児がなるべく早く新しい家庭で育てられるよう

にとの配慮から、子捨て後、比較的短期間に実親の権利を解消して養子縁

組手続に入ることを求める州の赤ちゃん避難所法が多く、そのような法の

下では、子を捨てた親自身による取戻しも、あるいは上述の子を捨ててい

ない親による権利主張も、短い期間に限られることとなり、実際には、そ

れだけ実現の余地は少なく
(71)

なる。

こうして見ると、結局、赤ちゃん避難所法の不可欠な要素である匿名性

手続の当事者適格の存在を推定する等の効果を与えるだけである。

(70) アリゾナ（Ariz.Rev.Stat. 13-3623.01（D））、イリノイ（325Ill.Com.Stat.

2/30）、ミシガン（Mich.Comp.Laws Ann. 712.3（1）（d）（ii））、ニューメキ

シコ（N.M.Stat.Ann. 24-22-4（C）（3））、オハイオ（Ohio Rev.Code Ann.

2151.3529（B））、オクラホマ（10Okl.Stat.Ann. 7115.1（C）（2））。もっとも、

ミネソタ（Minn. Stat. 260C.217）では、当局に子の取戻しを試みる義務までな

いことが明文で確認されている。

(71) 例えば、別表の通り、《ア》「10日」〔ユタ（Utah Code Ann. 62A-4a-

802（5）（b））〕、《イ》「14日」〔カリフォルニア（Cal. Health & Safety Code

1255.7（g）╱サウスダコタ（S.D.Codified Laws 25-5A-29［但し、子を捨てた

親による取戻しの場合］）╱ユタ（Utah Code Ann. 62A-4a-802（5）（d））〕、「21

日」〔ニュージャージー（N.J.Stat.Ann. 30:4C-15.1）〕、《ウ》「28日」〔ミシガ

ン（Mich.Comp.Laws Ann. 712.10（1））、《エ》「30日」〔フロリダ（Fla.Stat.

Ann. 63.0423（5））╱アイダホ（Idaho Code.Ann. 39-8205（5））╱アイオワ

（Iowa Code 233. 2（4）（a））╱ケンタッキー（Ky. Rev. Stat. Ann. 620.

350（5））╱ルイジアナ（La.Child.Code Ann. 1155（C）and1156（A））╱ミ

ズーリ（Mo.Ann.Stat. 210.950（6））╱サウスカロライナ（S.C.Code Ann.

20-7-85（E）（2））╱サウスダコタ（S.D.Codified Laws 25-5A-33）［但し、子

を捨てていない親による権利主張の場合］、テネシー（Tenn. Code Ann. 36-1-

142（d）（2）and（e）（3）〕、《オ》「60日」〔イリノイ（325 Ill. Com. Stat. 2/

50（g））╱モンタナ（Mon. Code Ann. 40-6-411）╱ノースカロライナ（N. C.

Gen. Stat. Ann. 7B-1111（7））〕、《カ》「90日」〔ロードアイランド（R. I. Gen.

Laws 23-13.1-5（B）╱ワイオミング（Wyo.Stat.Ann. 14-11-105（b））〕の各

期間経過後、あるいはその期間内に子の取戻し又は親の権利主張のないことを条件

に、実親の権利の解消やその手続の開始等を定める各州の赤ちゃん避難所法があ

る。
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は、（a）捨てた子との関係では（a’）子の持つ出自を知る権利への配慮、

（b）子を捨てていない父親との関係では（b’）親の権利主張の機会の確

保、そして（c）子を捨てた母親との関係では（c’）子の取戻し可能性の

担保といった問題をそれぞれ抱え、その及ぼす影響につき、いかに別途手

当てして折り合いをつけるか、検討が迫られていることが分かるであろ

う。
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t.
A
n
n
.

ti
t.
13
,
13
03

30
d
a
y
s
 
P
er
so
n

 
E
m
p
lo
y
ee
,
st
a
ff
 
m
em
b
er

 
o
r
 
v
o
lu
n
te
er
 
a
t
 
h
ea
lt
h

 
ca
re
 f
a
ci
li
ty
,
fi
re
 o
r 
p
o
li
ce

 
st
a
ti
o
n
,
p
la
ce
 o
f 
w
o
rs
h
ip
,

N
o
 
o
b
li
g
a
ti
o
n
 
to

 
re
v
ea
l
 
ID
 
in
fo
rm
a

 
ti
o
n
.
M
a
y
 
a
sk
 
fo
r

 
m
ed
ic
a
l 
in
fo
rm
a
ti
o
n
.

N
o
t
 
v
io
la

 
ti
o
n 
o
f 
la
w

規
定
な
し

規
定
な
し

-

-

en
ti
ty
 
li
ce
n
se
d
 
to
 
p
la
ce

 
m
in
o
rs
 f
o
r 
a
d
o
p
ti
o
n
;
91
1

re
sp
o
n
d
er
.

V
A
（
20
03
）

V
a
.
C
o
d
e 
A
n
n
.

8 .
01
-2
26
.5
:
2 ,

1
8
.2
-
3
7
1
,

40
.1
-1
03
,
a
n
d

63
.2
-9
10
.1

14
d
a
y
s
 
P
a
re
n
t
 
H
o
sp
it
a
l 
th
a
t 
p
ro
v
id
es
24

- h
o
u
r 
em
er
g
en
cy
 s
er
v
ic
es

 
o
r 
a
tt
en
d
ed
 
re
sc
u
e 
sq
u
a
d

 
th
a
t
 
em
p
lo
y
s
 
em
er
g
en
cy

 
m
ed
ic
a
l 
te
ch
n
ic
ia
n
.

規
定
な
し

A
ff
ir
m
a
ti
v
e

 
d
ef
en
se

規
定
な
し

P
u
b
li
c
 
In
fo
r

 
m
a
ti
o
n
 
p 
ro

 
g
ra
m
 
n
ee
d
s 
to

 
b
e 
d
ev
el
o
p
ed
.

- -
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W
A
（
20
02
）

W
a
sh
.
R
ev
.

72
h
o
u
rs

 
P
a
re
n
t
 
P
er
so
n 
re
a
so
n
a
b
ly

 
S
h
a
ll
 n
o
t 
re
q
u
ir
e 
ID
 
N
o
t 
su
b
je
ct

規
定
な
し

P
a
re
n
t 
p
ro
v
id
-

C
o
d
e 
A
n
n
.
13
.

34
.3
60

b
el
ie
v
ed
 
to
 
b
e
 
em
p
lo
y
ee
,

v
o
lu
n
te
er
 o
r 
m
ed
ic
a
l 
st
a
ff

 
m
em
b
er
 
a
t
 
e
m
e
rg
e
n
c
y

 
d
ep
a
rt
m
en
t
 
o
f
 
h
o
sp
it
a
l

 
d
u
ri
n
g
 
h
o
u
rs
,
o
r
 
fi
re

 
fi
g
h
te
r,

v
o
lu
n
te
e
r,

o
r

 
em
er
g
en
cy
 
m
ed
ic
a
l 
te
ch

 
n
ic
ia
n 
a
t 
fi
re
 s
ta
ti
o
n 
d
u
r

 
in
g 
h
o
u
rs
.

in
fo
rm

a
ti
o
n
.
S
h
a
ll

 
a
tt
em
p
t
 
to
 
a
sk
 
fo
r

 
m
ed
ic
a
l 
in
fo
rm
a
ti
o
n
.

to
 
cr
im
in
a
l

 
li
a
b
il
it
y

 
ed
 
w
it
h
 
in
fo
r

 
m
 
a 
t 
i o
 n
 
o 
n

 
a 
d 
o 
p 
t 
i 
o 
n

 
o
p
ti
o
n
s,

a
n
d

 
co
u
n
se
li
n
g
 
a
n
d

 
a
ft
er
ca
re
 
se
r

 
v
ic
es
.

- -

- -

W
V
（
20
00
）

W
.V
a
.

C
o
d
e

 
A
n
n
.

49
-6
E
-

1
to
49
-6
E
-5

30
d
a
y
s
 
P
a
re
n
t
 
H
o
sp
it
a
l 
o
r
 
h
ea
lt
h
 
ca
re

 
fa
ci
li
ty

 
M
a
y
 
n
o
t
 
re
q
u
ir
e
 
ID

 
in
fo
rm
a
ti
o
n
.

A
ff
ir
m
a
ti
v
e

 
d
ef
en
se

規
定
な
し

規
定
な
し

W
I（
20
01
）

W
is
.
S
ta
t.
A
n
n
.

48
.1
95

7
2

h
o
u
r
s

 
a
s
 
re
a
so
n

 
a
 
b
 
l
 
y

 
b
el
ie
v
ed

 

P
a
re
n
t
 
H
o
sp
it
a
l
 
st
a
ff
 
m
em
b
er
;

la
w
 
en
fo
rc
em
en
t
 
o
ff
ic
er

 
o
r
 
em
er
g
e
n
c
y
 
m
e
d
ic
a
l

 
te
c
h
n
ic
ia
n
,

in
c
lu
d
in
g

 
th
o
se
 d
is
p
a
tc
h
ed
 a
ft
er
91
1

ca
ll
.

R
ig
h
t 
to
 r
em
a
in
 a
n
o
n

 
y
m
o
u
s.
A
n
y 
in
fo
rm
a

 
ti
o
n 
o
b
ta
in
ed
 r
el
a
ti
n
g

 
to
 
re
li
n
q
u
is
h
m
e
n
t

 
co
n
fi
d
en
ti
a
l.

N
o
 
p
ro
se
cu

 
ti
o
n

規
定
な
し

規
定
な
し

-

- -

-

W
Y
（
20
03
）

W
 
y 
o
.

S 
t 
a 
t
.

A
n
n
.

14
-1
1-

10
1
to

14
-1
1-

10
9 ,
a
n
d

14
-2

-3
09
（
a
）（

v
ii
)

14
d
a
y
s 
a
s

 
d
et
er
m
in
ed

 
w
it
h
in
 
a

 
re
a
so
n
a
b
le

 
d
eg
re
e
 
o
f

 
m
 
e 
d 
i 
c 
a 
l

 
ce
rt
a
in
ty

 

P
a
re
n
t
 
o
r

 
p 
a 
r 
e 
n 
t
’s

 
d
es
ig
n
ee

24
- h
o
u
rs
 a
n
d
7-
d
a
y
s 
o
p
en

 
fi
re
 s
ta
ti
o
n
,
h
o
sp
it
a
l 
w
it
h

 
em
er
g
en
cy
 
ro
o
m
,
p
o
li
ce

 
d
ep
a
rt
m
en
t
 
o
r
 
sh
er
if
f’
s

 
o
ff
ic
e
;
A
n
y 
o
th
er
 p
la
ce
 o
f

 
s
h
e 
l t
 e
 r
 
a 
n 
d
 
s 
a 
f 
e 
t 
y

 
id
en
ti
fi
ed
 
b
y
 
D
ep
a
rt
m
en
t

 
o
f 
F
a
m
il
y 
S
er
v
ic
es
.

P
a
re
n
t
 
o
r
 
p
a
re
n
t’
s

 
d
es
ig
n
ee
 m
a
y 
p
ro
v
id
e

 
m
ed
ic
a
l 
a
n
d 
n
o
n
re
li
n

 
q
u
is
h
in
g
 
p
a
re
n
t’
s
 
ID

 
in
fo
rm
a
ti
o
n
.
N
o 
o
b
li

 
g
a
ti
o
n 
to
 p
ro
v
id
e 
a
n
y

 
in
fo
rm
a
ti
o
n
.

A
ff
ir
m
a
ti
v
e

 
d
ef
en
se

 
P
ro
ce
ed
in
g
s 
to
 t
er
m
i

 
n
a
te
 
p
a
re
n
ta
l
 
ri
g
h
ts

 
to
 
b
e
 
h
el
d
 
if
 n
o
 
o
n
e

 
c 
l a
 i
 m
 
w 
i t
 h
 i
 n

3

m
o
n
th
s 
a
ft
er
 
su
rr
en

 
d
e
r.

R
e
se
a
rc
h
 
fo
r

 
p
u
ta
ti
v
e 
fa
th
er
 r
eg
is

 
tr
y 
n
ee
d
ed
.

規
定
な
し

- -

- - -

注
） ・「

改
正
年
」
は
、
原
則
と
し
て
、
文
言
上
の
変
更
に
止
ま
ら
ず
、
実
質
的
な
変
更
を
含
む
法
改
正
が
あ
っ
た
場
合
に
限
っ
て
記
し
た
。
但
し
、
＊
は
時
限
立
法
を
延
長
し
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た
年
を
意
味
す
る
。

・「
主
要
関
連
規
定
」
に
は
法
令
集
の
条
文
番
号
を
記
し
た
が
、
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
は
会
期
別
法
律
集
の
法
律
番
号
を
表
記
し
た
。
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